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あなたはどれ？ いろいろな目標を持った「友」が集います。

江戸川区に
ついて知りたい

41％

時間的余裕が
できたため

39％

地域貢献が
したくて

37％

生きがいを
見つけたくて

31％

新しい友人・仲間を
つくりたくて

31％

人生の節目に
あわせて

25％
など

さまざまな経験を持つ仲間とつながることで新しい世界が広がります

募集期間 令和4年7月1日（金）～ 8月12日（金）

募集人数 各学科２５名程度 合計１００名

申込資格 江戸川区在住・在勤・在学の方

授業会場 しのざき文化プラザ  (篠崎町7-20-19   ※都営新宿線「篠崎駅」西口直結)

  授業料 ３万円（年間）

北野大 学長が必修科目「えどがわ入門」の講義を行っていますようこそ！
江戸川総合人生大学へ

新入生募集
７月１日
スタート！

募集学科 【地域デザイン学部】　
【人 生 科 学 部】     

江戸川まちづくり学科　国際コミュニティ学科
子育てささえあい学科　介護・健康学科

申込方法
区施設で配布する「入学案内」に添付されている入学願書を記入し人生大学事務局へ
持参または郵送してください。
ホームページ上からの出願も可能です。

「入学のきっかけ」を在学生96人に聞きました

まだまだ知らないことが
いっぱい！ 「地域のため」が

「自分のため」に

2021 年 は「SDGｓ」を テ ー マ に、
２回にわたってタワーホール船堀で
開催されました。化学・環境の分
野が専門の北野大 学長が、軽妙
な語り口で解き明かす１７の開発目
標の解説は「とてもわかりやすい！」
と学生たちに大好評でした。

北野大 学長インタビュー   by   編集部
　編集部では授業の感想をお聞きするために、埼玉県所沢にある秋草学園短期大学に北野学長を訪問、インタ
ビューに答えていただきました。事前に資料まで用意して、緻密で熱のこもった丁寧なご回答が印象的でした。

　SDGsと私たちの日々 の心構えについての質問では、江戸時代の儒学者、広瀬淡窓の「万善簿」を引き合いに
出され、何気ない日々 の善行の「継続」と「記録」の重要性について教えていただきました。
　SDGsの主要テーマの一つである食糧確保と「農薬の使用」
については、さまざまな科学的な分析結果をもとに、「農薬＝
悪」というイメージを払拭し、多面的な考察に基づく有効活用
が必要であることを述べられました。

　他にも、「物質的な豊かさ＝More is better」⇒「心の豊かさ
＝Enough is better」（小欲知足）への私たちの意識転換の必
要性を唱えられたり、適量生産・適量消費、そして大事に長
く使う、といった心構えを教えていただきました。

　予定の時間を大幅に超えた熱弁の後は、なんと、学長自ら秋草学園の構内をご案内いただきました。
私たちの時代とは隔世の感のある、整理整頓が行き届き、最新の設備とＩＴを駆使した授業を見て驚いたことより
何より、一番心が動かされたのが、学生さんたちの姿でした。
　
　すれ違う学生さんたちの、明るく、さわやかで礼儀正しいあいさつ、真摯に授業に取り組む姿を見るにつけ、
これからの将来を担っていく彼女たちの成長と活躍に希望を持ちました。そして、それを支える北野学長の、こ
の学園でも、総合人生大学でも、テレビの前でも全く変わらない、ユーモアとウェットに富み、飾らない人柄が
感じられ、編集部一同、あたたかい気持ちで学園を後にしました。

〈北野大 学長　プロフィール〉

東京都生まれ。明治大学工学部を卒業。東京都立大学大学院工学
研究科で博士課程を修了し、分析化学で博士号を取得。淑徳短期大
学教授、淑徳大学教授、明治大学、同大学院教授を歴任。2004年か
ら江戸川総合人生大学学長、2017年から秋草学園短期大学学長、
2019年から明治大学校友会会長に就任。工学博士。



わたしたちの を　

地域デザイン学部

より暮らしやすいまちにするため、
自分にできることを考えています。

「地域デザイン学部」「人生科学部」に各２学科あります。
在学生アンケートで87.5%が「入学して自分の気持ちや
生活に変化があった」と回答。さて、どんな変化があっ
たのか、学科の授業内容とともにご紹介します。
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1年次は、区内に出かけてまちの魅力や文化を探
る「えどがわの種探し」、ワークショップ演習などを
行います。2年次は、卒業後の市民活動を見据
えて、「市民活動の企画の立案力の向上」「組織
の立ち上げや運営のためのノウハウ習得」を目指
した授業を行います。

男性・40 代

印象に残っている
授業は…

フィールドワークで障がい者の「働く」をサ
ポートしているＮＰＯ法人の「ＰＣ工房」を
訪ねました。施設長の「稼ぐ楽しさを知っ
て社会参加してほしい」という熱い言葉、
一人ひとりに合った仕事内容を計画して
いるスタッフの皆さんの姿が印象に残っ
ています。人生大学に入学し、江戸川区
への愛着が深まっていくのを感じていると
ころです。

地域における国際コミュニティや
多文化社会の可能性を探ります。

江戸川区は人口約70万人のうち、外国人が約3
万6千人と約5.2％を占め、全国的にとても多くなっ
ています。授業では、福祉的・利他的なアプロー
チでフィールドワークを行い、多様な言語・文化
背景の人 と々の共生・共育、対話・協働のあり
方や自身にできることを考えます。

女性・70 代

これからの人生、
どう歩いていこうか
考えるきっかけに

江戸川区について学び、自分にできるこ
とがあれば地域に貢献したいと思って入
学しました。講義だけでなく、地域活動
を体験したり、区の事情をくわしく知るこ
とができたり、充実した学生生活で、私
自身の人生の歩き方の方向を定めること
ができたように思います。

江戸川区の「いま」を学んで気づいたことは…

女性・60 代

区役所職員の方 と々まち歩きをして、課
題を見つけたり、解決策を考えたりす
ることが新鮮でした。初めて歩く地域も
あり、江戸川区を広く理解する機会にな
りました。ボランティア活動の種類の多
さにはびっくり！ 私も何かやってみようと
いう気持ちになりました。 地域のことを話し合う

新しい友だちもできました

篠崎で江戸風鈴づくりを体験し、江戸時代からの技術
を伝承する大変さを実感しました。入学してから、さま
ざまな授業を通して江戸川区に興味を持つようになりま
した。同級生が14人いますので、ともに学ぶ中で自然
と新しいお友達ができたこともうれしい変化です。

江戸川区在住の外国人の皆さんに日本語を教えるボランティ
アをしたくて入学しました。フィールドデイでは、渋谷区にあ
る日本最大級のイスラム教モスク「東京ジャーミイ」を訪問し、
多くを学びました。日本語学習支援の授業も大いに役立ち、
おかげでボランティアを始めることができました。

女性・60 代

念願のボランティアを
始めました！

学びをどう実践に生かす？
自分に問いかけながら…

男性・70 代

江戸川区に住んでいながら実情を全く知ら
ないことに気づき、入学しました。外国人
の皆さんがいろいろ苦労されていることを
知り、行動に移せないジレンマを感じてい
るところです。できることを考えていきたい
と思います。

ご紹介します‼キャンパスライフ

男性・60 代

イラスト：H.Fさん（子育てささえあい学科16期）



子どもを取り巻く環境が変化し、
地域でいかに支え合うかを学ぶ
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乳幼児から中学生までを対象に、子育ての現状
やひきこもり、不登校、子どもの貧困などの課題
について理解し、子育てを応援する意義や知識・
技術を学びます。子育て中の方、子育て経験を
生かしたい方、地域や学校で子どもたちと関わり
たい方などが実践を目指します。

女性・50 代

想像よりずっと
専門性が高い授業です

社会は何を求めているのか、自分に何が
できるのか、具体的に知るために入学し
ました。カリキュラムも講師も専門性が
高く、深い学びができています。インター
ネットの影響、発達障害など、なかなか
知ることが できなかった生 の 情 報に
触れ、新たな視点を得ました。

女性・50 代

自分の老後が見えてきて
安心感が生まれました

コロナ禍でなかなか外出できない中で、
福祉施設を“オンライン見学”させていただく
など、学び続けることができました。人生
経験が多い方 と々一緒に学び、皆さまの
お考えに触れることができて、自分の老後に
向けて勇気や安心感をいただいています。

誰もが住み慣れた街で自分らしく
暮らし続けることができるように

学びのポイントは「超高齢社会と介護保険制度」
「介護予防の重要性」「地域の課題と解決のヒン
トを探す」の３つです。江戸川区の制度や支援
機関、ボランティア団体の活動を学び、どんな
問題があり、どう解決していけばよいかを考え
ていきます。2年次では実践を行います。

学んだことを地域に還元したい

男性・70 代

子どもの貧困など、思って
いたよりも「ひどい」と感じま
した。勉強したことを地域
に還元して江戸川区に恩返
しがしたいと思います。

子育て世代への支援、
何ができるか、見つけたい

「非行をさせないためには、こんなに親身になって
くれる人を困らせたくないと思ってもらうこと」という
話が身に沁みました。自分に何ができるか、難し
さを毎回感じていますが、それ以上にあきらめな
い気持ちも強くなっています。

多様な生き方、境遇を持つ人たちと知り合うことが
でき、有意義でした。最初、ボランティア活動に
は拒絶反応が強かったのですが、経験してみて、
それなりに成果が得られたこともよかったです。

女性・60 代

「見えない」を体験する授業はインパ
クト大！ 何かがぶつかってくる恐怖
で足がすくみました。老いや健康に
漠然とした不安を感じていましたが、
フレイル予防策などを学ぶことができ、
周囲にも伝えていきたいと思います。

えどがわ入門共通
科目
北野大学長、斉藤 猛江戸川区長、区職
員などが講師となり、江戸川区の現状と
課題についてご説明します。

くらしと健康選択
科目
医 師や 専 門 家を講 師に、身体と
心の健康、食事、口腔ケア、運動、
救急救命法などを学びます。

みんなで創る安全・安心選択
科目
防犯・防災の視点から、江戸川区
の現状と課題を学び、安全で安心
なまちづくりを考えます。

カウンセリングの基礎選択
科目
課題を抱えた人に寄り添い、手助
けをする｢カウンセリング」の技法を
学び、実習を行います。

地球環境を考える
身近な活動

選択
科目
実 際 に現 場 に出て自然 観 察 する
ほか、生態系、自然エネルギーの
しくみなどを学びます。

各学科の科目
以外に

幅広い知識を
習得！

サラリーマンの世界とは異なる
新たなつながり、新たな経験

男性・70 代

元気なうちは、誰かの力になりたい！

人生科学部

女性・70 代



編集委員

交差点

2022年7月23日（土）10時～16時
会場：タワーホール船堀　1階展示ホール／3階産業振興センター

〒133-0061　東京都江戸川区篠崎町7-20-19　しのざき文化プラザ
TEL:03-3676-9075／ FAX：03-3676-6545　※編集記事に関するお問い合わせは、大学事務局まで
https://www.sougou-jinsei-daigaku.net/　※ホームページでバックナンバーがご覧いただけます。

［発行］
江戸川総合人生大学

同窓会の窓

     
 

　私は、中国国立華僑大学日本語学科を卒業後、1991年5月
に留学のため来日しました。その後、結婚し子育てと並行
して、勉強、仕事を続けています。
　長年にわたって、ボランティア活動を主とした日中青少年
文化芸術交流協会の会長として活動しています。熊本地震の
時は、在日華僑団体を率いて、1週間後には現地入りし延べ
12トンの日用品や生活物資、食品などを配給し、学校で書道
の指導も行いました。その功績が評価され、日中友好協会
から表彰を受けました。
　また、中国からの留学生を支援するために、今年初めて

「愛はコロナ禍にある」をテーマに支援物資を配布するイベン
トを主催し、4 日間で日中両国から 450 人の人が中国文化
センターを訪れてくれました。
　2020年東京オリンピック、パラリンピックでは、シティキャ
ストとしてボランティアに参加できたことは、私の人生の
中で最も誇り高い思い出になりました。
　昨年9月中旬に、人生大学の募集があることを知り、10月
に子育てささえあい学科の17期生になりました。
入学後すぐの宿泊研修では、斉藤区長の講演を聞き、江戸川
区のボランティアとして私も必要な人材になれることを
知り、自分の進もうとしている道が間違っていないことを
実感しました。

　授業の中では、江戸川区に住んでいても知らなかった歴史
や環境、文化について学ぶ事ができました。人生大学に入学
していなければ経験できなかった事なので、本当に有意義
だと思っています。
　素晴らしい講師の方々と良き友に恵まれ最高の日々を過ご
しています。今後は、学んだことを活かし、周りの人々や
地域の方々のためにお役に立ちたい気持ちでいっぱいです。

子育てささえあい学科　17期　高橋陽子

撮影日：2019・11・26

私のボランティア活動と人生大学

当大学では、さまざまな学生が多様な活動を通して、「SDGｓ未来都市」を実践しています。
ここでは「共生」をテーマに学生や区民が「交わる」場として幅広く寄稿を紹介しています。

編集委員
江嶋裕二・篠崎広樹（まち16），中嶋美代子・新田隆（国16）

佐藤知子・若松信行（子16），伊香三省・米村康子（介16）

花上憲司・真瀬健一（まち17），大塚恭子・難波紀代子（国17）

佐藤晴美・福田裕子（子17），秋葉成人・池田正子（介17）

編集後記

学生たちは今、3年ぶりの大学祭（オンライン開催を除く）に向けて
万感の思いで準備を進めています。新入生を迎える準備もスター
ト、アフターコロナに向けて大学も着実に前を向いて歩みを始めま
した。この情報紙は、そんな大学・学生・そして卒業生たちの活き
活きとした活動を読者の方々に伝え、そして広く知っていただくこ
とを目標にしています。“人と地域をつなぐ”情報紙の今後の一層の
パワーアップをご期待ください。　　　　　　　　　　　　 新田隆

　現在、同窓会入会案内のチラシを作り、在校生や区民の皆様に
「同窓会とはどんな活動をしているか」発信していこうとしています。
区民の皆様に人生大学で「学んでみようかな」と興味を持って頂き、
そしてやがて仲間として一緒に人との繋がりを紡いでいくことが
できましたら素晴らしいと思います。
　さて、コロナ禍で休止していた地域活動グループが再開し始めて
います。同窓会ホームページではそうした活動の情報も公開して
います。
　大学受講時のノートに「人はそれぞれの立場でなり
たい自分になる。学んで実践です。」と走り書きが
ありました。

同窓会会長　松浦松子

入場
無料

第 16回

同窓会ホームページ


